
　青果店などでは一年中見られるホウレンソウ。

実は、今がいちばんおいしい時期です。夏のもの

に比べ、冬のものは葉が肉厚で、緑が濃くなりま

す。川越のホウレンソウは、平成18年の調査で

県内第2位の作付

面積があり、主に芳野・福原地区などで栽培されています。

　「冬は成長に時間がかかる分、じっくりとうまみを蓄え

ます。またこれからの時期、わざと霜に当たらせます。す

るとホウレンソウは凍らないように糖度を増し、甘くなる

んですよ。味が良く分かる 『おひ

たし』で食べるのがお勧めです」

と長
なが

澤
さわ

昇
しょう

一
いち

さん（67歳・鴨田）。

　鉄分・ミネラル類・ビタミンなど、緑黄色野菜の中でも抜群の

栄養価があるホウレンソウ。川越産のホウレンソウを食べて、日

ごろの野菜不足を補いましょう。

■発行日／平成23年1月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町1丁目3−1 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■編　集／広報室L049−224−8811（代表）O049−225−2171
■印　刷／㈲新広社

広報川越1238

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川
越
歴
史
探
訪

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

弓
取
り
式
と
老
袋
地
区

小
江
戸
川
越
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

時と

き

　
薫
る
ま
ち
　
川
越

10

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

川越のホウレンソウ

農政課L224－5939

10

　

米
作
り
が
盛
ん
な
地
区
に

は
、
豊
作
を
祈
る
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

老
袋
地
区
で
は
毎
年
2
月
11

日
に
、
弓
取
り
式（
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
的
の
白
い
部
分
を
晴

天
、
黒
い
部
分
を
雨
と
し
、
的

に
矢
を
射
っ
て
、
刺
さ
っ
た
矢
の
多
さ
で
そ
の
年
の
天
候

を
占
う
儀
式
で
す
。
式
の
後
は
、
見
物
客
に
甘
酒
と
豆
腐

田
楽
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
豆
腐
田
楽
は
稲
穂
の
形
を
模

し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
今
年
も
た
わ
わ
に
実
る
稲
を
望
む

気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

老
袋
地
区
内
を
歩
く
と
、
周
囲
よ
り
高
く
土
が
盛
ら
れ

た
敷
地
の
家
を
何
軒
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
盛

土
は
水
塚
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く
水
害
対

策
の
名
残
り
で
す
。
弓
取

り
式
が
行
わ
れ
る
氷
川
神

社
の
前
の
土
手
に
登
っ
て

み
る
と
、
入
間
川
が
目
の

前
に
広
が
り
ま
す
。
川
と

共
生
し
て
き
た
地
区
の
歴

史
・
先
人
た
ち
の
知
恵
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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鴨田東

昨年の弓取り式昨年の弓取り式

うまみを出すため、収穫前にビニー
ルの覆いを外し、寒さにさらします

根の赤い部分にも、栄養が
たくさんあります

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
は
「
江ご

う 

～
姫
た

ち
の
戦
国
～
」。
江
戸
幕
府

第
三
代
将
軍
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

の
母

が
主
人
公
で
す
。
特
別
に
許

可
を
得
て
、
喜
多
院
の
「
家

光
誕
生
の
間
」
を
撮
影
し
ま

し
た（
表
紙
写
真
）。
わ
ず
か

に
差
し
込
む
朝
日
に
浮
か
び

上
が
る
鎧

よ
ろ
い

…
…
。
厳
か
な
雰

囲
気
が
漂
い
ま
す
。
目
を
引

く
の
は
、
豪
華
な
格
子
天
井

に
描
か
れ
た
八
十
一
枚
の
花

の
絵
。
ぼ
た
ん
・
か
え
で
・

た
ん
ぽ
ぽ
な
ど
、
色
と
り
ど

り
の
花
の
繊
細
さ
と
鮮
や
か

さ
。
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
時
間
を
超
え
て

対
面
で
き
る
の
は
、
文
化
財

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た

か
ら
。
江
が
生
き
て
い
た

四
百
年
前
と
自
分
が
生
き
て

い
る
現
在
が
、
こ
の
場
所
で

重
な
り
ま
し
た
。




